湯 島の 境内 (婦 系図 I 戯曲 I 一齣) 

A 冴 返る 春の 寒さに 降る 雨 も、 暮れて いつしか 雪と 

なり、 

仮声 使 ひ 両名、 登場。 

ね いくまが リ 

A 上野の 鐘の音 も 氷る 細き 流れの 幾 曲、 すえ は 田 

ぃリゃ むら 

川に 入 谷 村、 

その 仮声 使、 料理屋の 門に 立ち 随意に 仮 色 を 使つ 

て 帰る。 

くるわ あぜみち しろたえ 

A 廓へ 近き 畦 道 も、 右 か 左 か 白妙に、 

ちから つた ゆき あ 

この間に 早瀬 主税、 お 蔦と ともに 仮 色 使と 行 逢い 



つつ、 登場。 

ゆきき さいわい たたず 

A 往来の なき を 幸 に、 人目 を 忍び ネ みて、 

たちどま 

仮 色 使の 退場す る 時、 早瀬お 蔦と 立留 る。 

お 蔦 貴方 …… 貴方。 

早瀬 ああ。 (と 驚いた ように 返事す る。) 

お 蔦 いい、 月 だ わね。 

早瀬 そうかい。 

お 蔦 御覧なさいな、 この 景色 を。 

早瀬 ああ、 成程。 

お 蔦 可 厭 だ、 はじめて 気が付い たように、 貴方、 ど 

うかして いるんだ わ。 



早瀬 どうか もして いようよ。 月 は 晴れても 心 は 暗闇 

だ。 

お 蔦 ええ、 そり や、 世間 も 暗闇で も 構いません わ。 

どうせ 日蔭の 身体です もの。 …… 

早瀬 お 蔦。 (と あらたまる。) 

お 蔦 あい。 

早瀬 済まない な、 今更ながら。 

しょて 

お 蔦 水臭い、 貴方 は。 …… 初手から 覚悟 じゃあり ま 

せんか、 ねえ。 内証 だって 夫婦です もの。 私、 苦労 

たのし あた リ みまわ 

が 楽み よ。 月 も 雪 も あり やしません。 (四辺 を朐 

す) ちょいと お 花見 をして 行きましょう よ。 …… 誰 



も 居ない。 腰 を 掛けて、 よ。 (と 肩に 軽く 手 を 掛け 

る。) 

たしか とぼ そ 

A 糙に ここと 見覚えの 門の 扉に 立 寄れば、 (早瀬、 

引かれて あとず さりに、 一 脚の ベンチに 憩う。) 

お 蔦 (並んで 掛けて、 嬉しそうに 膝に 手 を 置く) 感 

心でしょう。 私 も 素人に なった わね。 

なるこ 

A 風に 鳴子の 音 高く、 

時に、 ようようと 蔭に て 二三 人、 ハタ ハタと 拍手 

の 音。 

お 蔦 (肩 を 離す) でも 不思議じゃありません か。 

早瀬 何、 月夜が かい。 



お 蔦 まあ、 いくら 二人が 内証 だって、 世帯 を 持てば、 

雨が 漏っても 月が 射す わ。 月夜に 不思議 はないけれ 

ど、 こうして 一所に おまいりに 来た 事な のよ。 

早瀬 そうさな、 不思議と 云えば 不思議 だよ、 世の中 

の 事 は 分らない もの だからな。 

お 蔦 急に 雪で も 降らな けり や 可い。 

早瀬 (懸念して) え、 なぜ だ。 

お 蔦 だって、 つい ぞ 一所に 連れて 出て くれた 事が 無 

かった じゃありません か。 珍し いんだ もの。 

早瀬 

なさけ 

お 蔦 ねえ、 貴方、 私 やっぱり、 亡くなった 親の情が 



貴方に 乗 憑つ たんだろ うとそう 思います わ。 …… こ 

ひる 

うして 月夜に なった けれど、 今 曰お 午過ぎに は 暗く 

からだ 

曇って、 おつけ 晴れて 出られない 身体に はちょう ど 

可い 空合いで したから、 貴方の 留守に、 お母さんの 

い いだ まち 

お 墓まい り をし たんです よ。 …… 飯 田 町へ 行って か 

ら、 はじめて なんです もの。 身が かたまって、 生命 

ね 力，.；" 力な ようす 

がけの 願が 叶って、 容 子の 可い 男 を 持った、 お 蔦 は 

あやかりもの だって、 そう 云って ね、 お母さん がお 

墓の 中から、 貴方に よろしく 申し ましたよ。 邪険な 

ようで、 可愛がって、 ほうり 放しで、 行 届いて。 

早瀬 お 蔦。 



きのう おととい 

りした の は、 私 は 昨日、 一昨日まで だ、 と 思って い 

るんだ。 (嘆息す。) 

お 蔦 何 だね え、 気の 弱い。 掏賊の 手伝い をした ッて、 

新聞に 出されて、 …… 自分で お 役所 を 辞職した 事な 

ん でしよう。 私が 云う と、 月給が 取れ なくなつ たの 

を 気にする ようで 口惜しい から、 何にも 口へ は 出さ 

なかった けれど、 貴方、 この間から 鬱 いでいる の は 

その 事でしょう。 ゆ いじゃありません か。 踏んだり 

蹴たり される の を 見ち や、 掏賊 だって 助けまい もの 

でもない、 そこが 男よ。 ええ、 私 だって 柳 橋に 居り や 

助ける わ。 それが 悪け り や 世間 様、 勝手にな さいな。 



またお 役所の 事なん か、 お 墓のお 母さん もそう 云い 

ました。 蔦が どんな 苦労で も 楽み にします から、 

お 世帯 向 は 決して 御 心配なさい ますな つて、 …… 

云つ てました よ。 

早瀬 難 有い、 俺ら 嬉しい ぜ。 

お 蔦 女房に 礼 を 云う 人が あります か。 ほんとう にど 

うかして いるんだ よ。 

早瀬 馬鹿な。 お前のお 母さんに 礼 を 云う のよ。 しか 

し 世帯の 事なん か、 ちっとも 心配して いるん じ やな 

ヽ o 

レ 

お 蔦 じ や 何を鬱 ぐんです よ。 



早瀬 何とい う 事 はない、 が、 月 を 見な、 時々 雲も懸 

るだろう。 星 ほどに も 無い 人間 だ。 ふっと 暗闇に も 

キ」 と-つ 

なろう じ やない か。 …… いや、 家内 安全の 祈 禱は身 

勝手、 御 不沙汰の 御機嫌う かがいに おまいり しなが 

ら、 愚痴 を 云って ちゃ 境内で 相 済まない。 …… さあ、 

そろそろ 帰ろう。 (立ちかける。) 

お 蔦 (引 添いつつ) ああ、 ちょっと、 待って 下さい 

な。 

早瀬 何 だ。 

お 蔦 あの、 私 は 巳年で、 かねて、 弁天 様が 信心なん 

です。 …… ここまで 来て 御 不沙汰 をして は 気が済ま 



ないから、 石段の 下まで も 行って 拝んで 来た いんで 

ま 

すから、 貴方、 ちょっとの 間よ、 待って いて 下さい 

な。 

早瀬 ああ、 行く が！^ い、 ついで、 と 云って は 失礼 だ 

しのばず 

が、 お前 不 忍まで 行って はどう だ。 一所に 行こう よ。 

お 蔦 まあ、 珍しい。 貴方の 方で 一所なん て、 不思議 

だ わね。 (顔 を 見る) でも、 悪い 方へ 不思議 なんじ や 

ないから 私 は 嬉しい。 です がね、 弁天 様 は 一所 は 悪 

ないしょ 

いの。 それ だしね、 私 貴方に 内証々々 で、 ちょっと 

買って 来たい ものが あります から。 

早瀬 お 心 まかせに なさる が 可い。 



お 蔦 いやに 優しい わね。 よしましょう か、 私、 …… 

よそう かしら。 

早瀬 なぜ、 他の 事と は 違う、 信心 ごと を 止しち や 

不可ない。 

お 蔦 でも、 貴方が 寂しそう だもの。 何だか 災難で も 

かか るん じ やない かと 思って、 私 気になって 仕よう 

、- C 圧 ハ、。 

力 翻ハ レ 

つま 

早瀬 詰らん 事 を。 災難なん か 張 倒す。 

お 蔦 おお、 出来した、 宿のお まえさん。 

早瀬 お 茶屋 じ やない。 場所 がら を 知らない かい。 

お 蔦 嬉しい、 久しぶりで 叱られた。 だけれ ど、 声に 



力がない ねえ。 (とまた 案ずる。) 

早瀬 早く 行って 来ない かよ。 

お 蔦 あいよ。 そうそう、 鬱陶しい からって、 貴方が 

脱いだ 外套 を ここに 置きます よ。 夜露が かかる、 着 

た 方が！ ^いわ。 

A 気 転き かして 奥と 口。 

お 蔦 (拍手う つ。) 

天神 様、 天神 様。 

早瀬 何 だ、 ぶしつけな。 

お 蔦 (それに は 答えず) やど をお 頼み 申 上げます。 

早瀬 (ほろ りと 泣く。) 



お 蔦 (行き かけつつ) 貴方、 見て いて 下さいな、 石 

段 を 下りる まで、 私 一人 じ や 可 恐 いんです もの。 

早瀬 それ 見ろ、 弱虫。 人の 事 を 云う 癖に。 何 だ、 

したや 

下 谷 上野の 一 人 あるきが 出来ない 娘 じ やない じ やな 

ヽ/, f o 

レ 力 

つま い 

お 蔦 そり や 棲 を 取って り や、 鬼が 来ても 可い けれど 

あんま こ わ 

も、 今 じ や 按摩 も 可 恐 いんだ もの。 

早瀬 可し、 大きな 目 を 開いて 見て いて やる。 大丈夫 

だ、 早く 行きな よ。 

お 蔦 あい。 

A 互に ひ 合鍵に、 



早瀬 見送る。 —— お 蔦 行く。 



A はれて 逢われぬ 恋仲に、 人に 心 を 奥の間より、 し 

らせ 嬉しく 三千 歳が、 

このうた いっぱいに、 お 蔦 急ぎ あしに 引返す。 

こまぬ 

早瀬、 腕 を 拱き ものおもいに 沈む。 

お 蔦 (うしろより) 貴方、 今 帰って よ。 兄さん。 

早瀬 ああ。 

お 蔦 私 は …… こっちよ。 

早瀬 おお 早かった な。 

お 蔦 いいえ、 お 待 遠 さま。 …… 私、 何だか、 案じら 



れて 気が 急いて、 貴方、 ちょっと 顔 を 見せて 頂戴 (背 

ける 顔 を 目に して 鎚る) ああ (嬉しそうに) 久しぶ 

のぞ 

りで 逢った ようよ。 (さし 視く) どうしたの。 や は 

り 屈託そう な 顔 をして。 —— こうやって 一 所に 来た 

の は 嬉しい けれど、 しっけない 事して、 —— 天神 様 

そば 

のお 傍 はよ し、 ここ を 離れて 途中で また、 魔が さす 

、. ナ 

と 不可ません。 急いで 電車で 帰りましょう。 

早瀬 お前、 せいせい 云って、 ちと 休む が！ ^い。 

お 蔦 もう 沢山。 

早瀬 おまいり をして 来た かい。 

なかち よう 

お 蔦 ええ、 仲 町 の 角から、 (軽く 合掌す) 手 を 合せ 



て。 

早瀬 何と 云って さ。 

お 蔦 まあ、 そんな 事。 

早瀬 聞きた いんだよ。 

お 蔦 ええ、 話す わ。 貴方に 御両親はありません、 そ 

の 御両親と も、 お 主と も 思います。 貴方の 大事な お 

まさごち よう 

師匠 さま、 真砂 町の 先生、 奥様、 お 二方 を 第一 に、 

御機嫌よう、 お 達者な よう。 そして、 可愛い お 嬢 さ 

んが、 決して 決して i: 野なん かと 御 縁組なさい ませ 

ん よう。 

早瀬 それから。 



お 蔦 それから？ 

早瀬 それから、 …… 

お 蔦 だって、 あと は 分って るじゃありません かね。 

早瀬 (ともに 寂しく 笑う) はは は、 で、 何 を 買って 

来たんだ い、 買い もの は。 

お 蔦 (無邪気に 莞爾々 々しつつ) いい もの、 …… で 

も、 お前さんに は 気に入らな いもの、 それでも、 気 

に 入らせな いじ やおかない もの、 嬉しい もの、 憎い 

きま 

もの、 ちょっと 極り の 悪い もの。 

早瀬 问 だよ、 问 だよ。 



お 蔦 ああ、 悪かった。 …… 坊や はお 土産 を 待って い 

たんだよ。 そんなら、 何 か 買って 上げり や 可かった。 

…… 堪忍お しょ。 いい 児 だね え。 

早瀬 可い から、 何 を 買つ たんだよ。 

お 蔦 見せましょう か、 叱らない？ 

早瀬 

お 蔦 叱った つて、 もう 買つ たんだから 構わない、 (風 

まげが た まるまげ 

呂 敷より 紙づ つみ を 出す) 鬍 形よ、 円鬍 の。 仲 町に 

評判な 内が あるんで すわ。 

早瀬 鬍形 を、 お 蔦。 (思わず そのつつ みに 手を掛 く) 

俺の ゆ 牌 でも 買 や 1^ いのに。 



ひと あわた だ おお 

お 蔦 (聞く と 斉しく 慌 しく 両手に て 両方の 耳を蔽 

う。) 

早瀬 ちょっと、 もう 一度 掛けて くれ。 

お 蔦 (もの も 言わず、 頭 を ふる。) 

早瀬 よ。 (と 胸に 手 を 当て、 おそうと して、 火に 触れ 

たるが ごとく、 ット手 を 引く) 死ぬ 気になって、 と 

どうき 

聞いた ばかりで、 動悸 はどう だ、 震えて いる。 稲妻 

を 浴びせた ように …… 可哀相に …… チヨ ッ いっそ 二 

人で 巡礼で も。 …… いやいや 先生に 誓った 上 は。 I 

I ええ、 俺 は 困った。 どうしょう。 (倒る るが ごと 

くべ ンチ にう つむく。) 



お 蔦 (見て、 優しく 擦 寄る) 聞かして 下さい、 聞か 

からだ せわ 

して 下さい、 私 や 心配で 身体が すくむ。 (と 忙しく) 

しず 力 

早く 聞かして 下さいな。 (と静 に 云う。) 

早瀬 俺が 死んだ と 思って 聞け よ。 

い や はげ おさ 

お 蔦 可 厭。 (烈しく 再び 耳 を 圧う) 何 を 聞く のか 知 

ら ない けれど、 貴下 この 二三 日の 様子 じ や、 雷 様よ 

り 私 は 可 恐い よ。 

早瀬 (肩に 手 を 置く) や あ、 ほんと に、 わな わな 震 

えて。 

お 蔦 ええ、 たとい 弱く ッて 震えても、 貴方の 身替リ 

に 死ねと でも 云 うんなら、 喜んで 聞いて あげます。 



早瀬 

じょうだん 

お 蔦 串戯じ や、 —— 貴方、 なさそう ねえ。 

早瀬 洒落 ゃ串戯 で、 こ、 こんな 事が。 俺 は 夢に なれ 

と 思って いる。 

A 跡に は 二人 さし もも、 涙 拭うて 三千 歳が、 恨めし 

そうに 顔 を 見て、 

お 蔦 ほんとう なのね え。 

早瀬 俺が あやまる、 頭 を 下げる よ。 

お 蔦 切れる の 別れる のッ て、 そんな 事 は、 芸者の 時 

に 云う ものよ。 …… 私に や 死ねと 云って 下さい。 蔦 

に は 枯れろ、 とおつ しゃい ましな。 



見れば お 菜 の 献立、 味噌 漉 で 豆腐 を 買う 後 姿 を 見る 

ちゃとう 

につけ、 位牌の 前へ お茶 湯して、 合せる 手 を 見る に 

つけ、 咽喉 を 切っても、 胸 を 裂いても、 唇 を 破って 

さ つ さ 

も、 分れて くれと は 言えなかった。 先刻 も 先刻、 今 

も 今、 優しい こと、 嬉しい こと、 可愛い こと を 聞く 

につけ、 云おう 云おうと 胸を衝 くの は、 罪 も 報い も 

.1 つし ろ うち げん のう 

無い もの を 背後から だまし 打に、 岩 か 玄翁で その 

身体 を 打 砕く ような 思いが して、 俺 は 冷汗に 血が 

交った。 な、 こんな 思 をす るんだ もの、 よくせ きな 

あきら 

事 だと 断念め て、 きれる と 承知 をして くんな。 …… 

お前に、 そんなに 拗ねられて は、 庵 は；^ きて る 空 は 



ない。 

お 蔦 ですから、 死ねと おっしゃ いよ。 切れろ、 別れ 

ろ、 と 云う から 可 厭な の。 死ねなら、 あい、 と 云い 

いのち おし 

ます わ。 私 や 生命 は惜く はない。 

早瀬 さあ、 その 生命に、 俺の 生命 を、 二つ 合せても 

足りない ほどな、 大事な 方 を 知ってい るか。 お前が 

かみ ほとけ 

神仏 を 念ずる にも、 まず 第一 に 拝む と 云った、 その 

言葉が 噓 でなければ、 言わず とも 分る だろう。 その 

お 方の いい つけなんだ。 

くずお 

お 蔦 (消 ゆるが ごとく 崩 折れる) ええ、 それじゃ、 

貴方の 心で なく、 別れろ、 とおつ しゃる の は、 真砂 



ぼうぜん 

町の 先生の。 (と 茫然と す。) 

おれ も だ 

早瀬 己 は 死ぬ にも 死なれない。 (身 を悶 ゆ。) 

お 蔦 (はっと 泣いて、 早瀬に 鎚 る。) 

A 一日 逢わねば、 千日の 思いに わたし や 煩うて、 針 

なき 

や 薬の しるし さえ、 泣の 涙に 紙 濡らし、 枕 を 結ぶ 

夢 さめて、 いと ど 思いの ます かがみ。 

この間に、 早瀬、 ベンチ を 立つ、 ぉ蔦鎚 るよう に 

あとに つき、 双方 涙の 目に 月 を 仰ぎながら 徐に 

ベンチ を 一周す。 お 蔦 さきに 腰 を 落し、 立てる 早 

たもと 

瀬の 袂 を控 う。 

お 蔦 あきらめられない、 もう 一度、 泣いて お 膝に 鎚っ 



て も、 是非 もしょう もない のでし ようか。 

かしわ や あいくち 

早瀬 実は 柏 家の 奥座敷で、 胸に 匕首 を剌 される よう 

こうむ こよし あお 

な、 御意 見 を 被った。 小芳 さん も、 蒼くな つ て 涙 を 

流して、 とりなして くんな すった が、 たとい 泣いて 

も鎚 つても、 こがれ 死 をしても 構わん、 おれの 命令 

だ、 とおつ しゃって な、 二の句 は 続かん、 小芳 さん 

も、 俺 も 畳へ 倒れた よ。 

けしき 

お 蔦 (やや 気色ばむ) まあ、 死んでも 構わない と、 

あの、 ええ、 死ぬまい とお 思いな すって、 …… 小芳 

い のち 

さんの 生命 を 懸けた、 わけしり でいて、 水臭い、 芸 

まこと 

者の 真 を 御存じない！ 私 死にます、 柳 橋の 蔦吉 



早瀬 血 を 吐く 思いで 俺 も 云った。 小芳 さん も、 傍で 

きま 

聞く 俺が 極り の 悪い ほど、 お前の 心 を 取次いで くれ 

たけれ ど、 —— 四の 五の 云うな、 一 も 二 もない —— 

俺を棄 てる か、 婦を棄 てる か、 さあ、 どう だ —— と 

胸つ きつけて 言われた に は、 何とも 返す 言葉が な 

じんみらい ざい 

かった。 今もって、 いや、 尽未来 際、 俺 は 何とも、 

ほか 

他 に 言う ベ き 言葉 を 知ら ん 。 

お 蔦 (間) ああ、 分りました。 それで、 あの、 その 

時に、 お前さん、 女を棄 てます、 と 云つ たんだ わね。 

早瀬 堪忍して おくれ、 済まない、 が、 確に 誓った。 

お 蔦 よく、 おっしゃった、 男です わ。 女房の 私も嬉 



お 蔦 いいえ。 

早瀬 それじゃ 一言、 清く 別れる と 云って くんな よ。 

お 蔦 

早瀬 ええ、 お 蔦。 (あせる。) 

お 蔦 いいます よ。 (きれぎれに 且つ 涙) 別れる 切れ 

ると 云う 前に、 夫婦で、 も 一度 顔が 見たい。 (胸に 

鎚 つて、 顔 を 見合わす。) 

おもや 

r ^見る 度 ごとに 面 痩せて、 どうせな がらえ いられね 

ば、 殺して 行って くださん せ。 

お 蔦 見納め かねえ —— それじゃ、 お別れ 申します。 

早瀬 (涙 を 払い、 気を替 う) さあ、 ここに 金子が あ 



る、 …… 下す つたんだ、 受取って おいてお くれ。 (渡 

す。) 

ひと なげう 

お 蔦 (取る と 斉しく) 手切れ かい、 失礼な、 (と擲 

な さま 

たんと して、 腕の 萎えた る 状) あの、 先生が 下す つ 

たんです か。 

早瀬 まだ 借金 も 残って いよう、 当座の 小使いに もす 

るよう に、 とお 心 づけ 下す つたんだ。 

お 蔦 (しおしおと 押 頂く) こうした 時の 気が 乱れて、 

勿体ない 事 をしょう とした、 そんなら 私、 わざと 頂 

まげが た 

いてお きます よ。 (と 帯に 納めて、 落した る 髭 形の 

包に 目 を 注ぐ。 じっと 泣きつつ 拾 取って 砂 を 払う) 



も、 荷に なって なぜか 重い。 打棄 つて 行きたい けれ 

ど、 それで は 拗ねる に 当る から。 

早瀬 で、 お前 はどうす る。 

お 蔦 私より 貴方 は …… そうね、 お 源坊が 実体に 働き 

ますから、 当分 我慢が 出来ましょう。 私 …… もう、 

さ ゆ-つり 

やがて、 船の 胡瓜 も 出る し、 お前さんの 好きな お 

こ * つ こラ ほ 

香々 をお いしくして 食べ させて 誉められようと 思 つ 

たけれ ど、 …… ああ 何も 言う の も 愚痴らし い。 あの 

それよりか、 お前さん は 私にば かリ我 まま を 云う 癖 

に、 遠慮深く つて 女中に も 用 はいいつ け 得な いんだ 

もの。 …… これから はね、 思うよう に 用 を さして、 



ねびえ い け 

不自由 をなさい ますな。 …… 寝 冷 をして は 不可 ませ 

んょ。 私、 山 百合 を 買って 来て、 早く 咲く の を 見よ 

つぼみ 

うと 思って、 荅を 吹いて、 ふくらまして いたんです 

よ、 水 を 遣って 下さいな …… それから。 

うなず たま 

早瀬 (うつむいて 頷いての みいる、 堪 りかね て) 俺 

も 世帯 を 持つ ちゃ いないよ。 お前に わかれて、 何の 

しゃれ 

洒落に。 

お 蔦 まあ、 どうして。 

早瀬 それでな くッて さえ、 掏賊の 同類 だ、 あいずり 

だと、 新聞で 囉 されて、 そこらに、 のめの め 居られ 

る もの か。 長屋 は 藻ぬ けて、 静 岡へ 蚯落 だ。 少し 考 



えた 事 も あるし、 当分 引 込んで いようと 思う。 

お 蔦 遠 いわねえ。 静岡ッ て 箱 根の もッと 先です か。 

貴方が ここに 待って いて、 石段 を 下りた ばかりで さ 

え、 気が 急いて ならなかった に、 またい つ、 お 目に 

かかれる やら。 (と 膝に うつむく。) 

早瀬 お 蔦、 お前 は、 それ だから 案じられる。 忘れて 

も 一 人で なん ぞ、 江戸の 土 を 離れるな。 静岡は 箱 根 

より 遠い か は 心細い。 …… ああ、 親 はなし、 兄弟 は 

なし、 伯父 叔母と いう もの もな し、 俺ば つか リ をた 

よりにし たのに、 せめて、 従兄 妹が 一人 あり や、 俺 

は、 こんな 思い はしゃし ない— よう、 お 蔦、 そ 



してお 前 は 当分 どうす るつ もり だ。 

お 蔦 (顔 を 上ぐ) 貴方 こそ、 水が わり、 たべものに 

気をつけて 下さいよ。 私の 事 はそんな に 案じない が 

よ こども 

可う) /ざん す。 小児の 時から 髪 を 結う のが 好きで、 

いちょう がえ 

商売 を やめてから、 御存じの 通り、 銀杏 返しなら 人 

の 手 はかりません し、 お 源の 島 田の 真似 もします。 

しゃく ももわれ ほ 

慰みに、 お 酌さん の 桃 割なん か、 お世辞に も 誉めら 

れ ました。 めの 字の かみさんが 幸い 髪 結 をして いま 

すきて 

すから、 八丁 堀へ 世話になって、 梳 手に 使って もら 

レ ます わ 

早瀬 すき 手に かい。 



お 蔦 ええ、 修業 をして。 …… 貴方より さきへ 死ぬ ま 

で、 人さん の 髪 を 結ましょう。 私 は 尼に なった 気で、 

あね まるまげ い 

(風呂敷 を 髪に 姉さん かぶりす) 円鬍に 結って 見せ 

たかった けれど、 いっそ この 方が 似合う でしよう。 

早瀬 (その かぶりもの を、 引手 繰って つつと 立つ) 

さあ、 一 所に 帰ろう。 

お 蔦 (外套 を 羽織らせながら) あの …… 今夜 は 内へ 

帰っても 可い の。 

きき わ 

早瀬 よく、 肯 分けた、 お 蔦、 それじゃ、 すぐに、 と 

ぼと ぼと 八丁 堀へ 行く 気 だ つた か。 

えさ 

お 蔦 ええ、 そうよ。 …… じ や、 もう 一 度、 雀に 餌が 



な じ れんじまど 

遣れる のね、 よく 馴染んで、 欞子 窓の 中まで 来て、 

可愛い ッ たらな いんです もの。 …… これまで 別れる 

の は 辛かった わ。 

早瀬 何も 言わん。 さあ、 せめて、 かえりに、 好きな 

わがまま 

我儘 を 云って おくれ。 

お 蔦 (猶予いつつ) 手を曳 いて。 

r- いえ ど 此方 は 水鳥の 浮 寝の 床の 水 離れ、 よしあし 

原 をた ちか ぬれば、 

この間に 早瀬 手 を 取る、 お 蔦 振 返る 早瀬 もと もに、 

ふりかえり 伏 拝む。 

P つ 

さて 行かん として、 お 蔦衝と 一 方に 身 を 離す。 



早瀬 どこへ 行く。 

お 蔦 一人々々 両側へ、 別れた あとの 心 持 を、 しみ じ 

み 思って 歩行いて みます わ。 

早瀬 (頷く。 舞台 を 左右へ。) 

お 蔦 でも、 もう 我慢が し 切れ なくなって、 私 もし か 

倒れたら、 龃 けつけ て 下さいよ。 

早瀬 (頷く。) 

お 蔦 切通し を 帰 るんだ わね、 おもい を 切って 通 すん 

でな く、 身体 を 裂いて 分れる ような。 

早瀬 (頷く。) 

お 蔦 しおしおと 行き かかり、 胸の いたみ をお さえて 



立留 る、 早瀬 ハツと 向 合う。 両方お もて を 見合わす。 

ヽ势 に 寒 山の かなしみ も、 かく やとば かりふる 雪に、 

積る …… 

幕 外へ。 

A 思い ぞ 残しけ る。 

男 は 足早に、 女 は 静 に。 

—— 幕 —— 

大正 三 二 九 一四) 年 十月 
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